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子ども医療費無料
18歳・所得制限なし条例改正案を可決
子ども医療費無料
18歳・所得制限なし条例改正案を可決
子ども医療費無料
18歳・所得制限なし条例改正案を可決

一般会計予算総額 32億200万円に
補正予算総額 2億4千150万円を追加補正

令和4年4月1日か
ら

補正額
2億4150万円
補正額

2億4150万円
補正前

29億6050万円
補正前

29億6050万円

令和3年

定例会
第4回

議会費
5759万円（1.8％）

衛生費
2億6138万円（8.2％）

総務費
7億3271万円（22.9％）

民生費
8億2013万円（25.6％）

消防費
1億7076万円（5.3％）

農林水産業費
2億3185万円（7.2％）

商工費
2764万円（0.9％）

土木費
3億7083万円（11.6％）

教育費
2億9053万円（9.1％）

公債費
2億3286万円（7.3％）

予備費
572万円（0.2％）

補正後補正後

32億200万円32億200万円

議会費
5759万円（1.9％）

総務費
6億3018万円
（21.3％）

総務費
1億253万円
（42.5％）

衛生費
1663万円
（6.9％）

農林水産業費
1802万円
（7.5％）

民生費
7億4975万円
（25.3％）

民生費
7038万円（29.1％） 衛生費

2億4475万円
（8.3％）

農林水産業費
2億1383万円（7.2％）

商工費
2764万円（0.9％）

土木費
3億5384万円
（12.0％）

消防費
1億4876万円
（5.0％）

土木費
1698万円
（7.0％）

消防費
2200万円
（9.0％）

予備費
62万円
（0.3％）

教育費
2億9619万円
（10.0％）

公債費
2億3286万円（7.9％）

予備費 510万円（0.2％）

※教育費は減額の為グラフには反映されておりません。
　また議会費、商工費、公債費に変動はありませんでした。

※比率は、支出予算総額に占める割合です。
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歳
入
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策
補
助
金
や
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
等
の
国
県
支

出
金
、
旧
幼
稚
園
跡
地
の
売
却
収
入
、
ふ

る
さ
と
応
援
寄
附
金
、
財
政
調
整
基
金
繰

り
入
れ
、
道
路
改
良
事
業
や
排
水
施
設
事

業
の
事
業
増
加
に
伴
う
地
方
債
等
の
収
入

が
主
な
も
の
。

　
歳
出
に
お
い
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
増

額
を
見
込
み
関
係
経
費
の
増
額
、
災
害
時

の
非
常
用
電
源
の
確
保
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

会
議
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
３
回
目
の
接
種
、
県
で

実
施
す
る
排
水
機
場
遊
水
地
の
浚
渫
の
一

部
負
担
金
、
町
道
西
対
海
地
・
和
泉
線
の

事
業
費
増
額
、
防
災
行
政
無
線
を
緊
急
速

報
メ
ー
ル
や
メ
ー
ル
配
信
と
情
報
連
携
さ

せ
る
シ
ス
テ
ム
導
入
等
が
主
な
も
の
。

　
こ
れ
ら
、
補
正
予
算
を
審
議
し
全
会
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
子
育
て
世
帯
等
臨
時
特
別
支
援
事
業

（
１８
歳
以
下
へ
の
１０
万
円
相
当
の
給
付
）

に
つ
い
て
、　
全
額
現
金
給
付
に
要
す
る

補
正
予
算
を
全
会
一
致
で
可
決
し
、
１２
月

末
に
給
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
は
、
対
象
者

が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
医

療
費
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
所
得
制
限
を
設
定
し
１５

歳
の
中
学
卒
業
ま
で
対
象
と
し
て
い
ま
し

た
が
、
少
子
化
、
定
住
化
対
策
の
取
組
と

し
て
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境
を
整
備
し

よ
う
と
４
月
１
日
か
ら
所
得
制
限
を
無
く

し
、
１８
歳
の
高
校
卒
業
ま
で
に
拡
大
す
る

条
例
の
一
部
改
正
案
を
審
議
し
全
会
一
致

で
可
決
し
ま
し
た
。

更
な
る
感
染
対
策
補
助
金
等

１８
歳
以
下
へ
の

１０
万
円
現
金
給
付

子
ど
も
医
療
費
無
料

１８
歳
・
所
得
制
限
な
し
に
拡
大

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

第
４
回
定
例
会
一
般
会
計
補
正
予
算

主
な
歳
入

•
国
庫
支
出
金 

５
０
０
９
万
円

•
財
産
収
入 

３
８
７
０
万
円

•
寄
附
金 

３
１
０
０
万
円

•
繰
入
金 

１
２
０
０
万
円

•
町
債 

２
５
４
０
万
円

主
な
歳
出

•
ふ
る
さ
と
納
税
事
業 

４
５
１
８
万
円

•
独
立
電
源
型
の
照
明
灯
設
置
事
業 

１
２
１
０
万
円

•
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
シ
ス
テ
ム
導
入
事
業 

５
８
０
万
円

•
旧
幼
稚
園
跡
地
売
却
費
基
金
積
立
事
業 

３
８
７
０
万
円

•
町
長
及
び
町
議
会
選
挙
関
係
経
費
の
減
額

 

△
１
０
５
５
万
円

•
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
３
回
目
接
種
事
業 

２
１
６
５
万
円

•
排
水
機
場
遊
水
地
緊
急
浚
渫
事
業 

１
８
０
０
万
円

•
道
路
新
設
改
良
事
業 

１
６
６
５
万
円

•
防
災
行
政
無
線
と
緊
急
速
報
メ
ー
ル

　

及
び
メ
ー
ル
配
信
連
携
事
業 

２
２
０
０
万
円

•
子
育
て
世
帯
等
臨
時
特
別
支
援
事
業 

７
４
５
０
万
円
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一
般
質
問

一
般
質
問

こ
こ
が

聞
き
た
い

３
名
の
議
員
が
質
問

ペ
ー
ジ
数

6●
生
理
の
貧
困
に
つ
い
て

●
高
齢
者
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
活
用
の
支
援
に
つ
い
て

３
番
議
席  

鎌
田
鷹
介 

議
員

ペ
ー
ジ
数

5●
福
祉
医
療
費
助
成
に
つ
い
て

１
番
議
席  

後
藤
紀
子 

議
員

ペ
ー
ジ
数

7●
ド
ロ
ー
ン
は
重
要
な
災
害
対
策
ツ
ー
ル
に
な
る
の
で
は

●
小
中
学
生
に
心
の
ケ
ア
を

６
番
議
席  

伊
藤
　
守 

議
員Q&AQ&A

　
こ
の
記
事
は
、
通
告
順
に
掲
載
し
、
質
問
議
員
本
人
が
作
成

し
た
原
稿
を
議
会
広
報
常
任
委
員
会
が
編
集
し
た
も
の
で
す
。

　
な
お
、
掲
載
文
は
紙
面
の
都
合
で
要
約
（
約
一
〇
〇
〇
文
字
）

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
一
般
質
問
の
議
事
録
は
木
曽
岬
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
順
次
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
議
案
と
は
関
係
な
く

町
政
全
般
に
わ
た
っ
て
町
長
等
の
考
え
方
や
意
見

を
求
め
る
も
の
で
す
。
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ここが聞きたい

一般質問
議会だより

　
　
　

７
歳
以
上
の
子
ど
も
や

　
　
　

高
齢
者
・
障
が
い
者
に

於
い
て
は
未
だ
償
還
払
い
方
式

を
取
っ
て
い
る
為
、
窓
口
で
の

支
払
い
が
必
要
。
ひ
と
月
の
間

に
何
度
も
病
院
へ
行
く
状
況
に

な
れ
ば
家
計
に
も
か
な
り
響
く
。

償
還
払
い
は
税
金
の
無
駄
も
多

い
の
で
は
。

　

償
還
払
い
の
場
合
は
、
各
医

療
機
関
が
国
保
連
合
に
送
っ
た

領
収
証
明
書
１
枚
に
つ
き
、
２

０
０
円
を
各
市
町
が
負
担
す
る
。

負
担
分
の
支
払
い
で
振
込
手
数

料
も
発
生
す
る
。

　

更
に
、
窓
口
で
支
払
っ
た
住

民
に
対
し
、
助
成
決
定
の
通
知

書
を
発
行
し
助
成
金
を
振
り
込

む
。
通
知
書
の
紙
代
・
印
刷
代
・

郵
送
代
・
振
り
込
み
手
数
料
や

そ
こ
に
関
わ
る
人
件
費
も
発
生

す
る
。

　

こ
の
件
に
つ
い
て
ど
う
思
う

か
。

　
　
　

現
物
給
付
方
式
は
、
窓

　
　
　

口
で
の
費
用
負
担
が
な

く
な
り
受
給
者
の
利
便
性
が
高

ま
る
こ
と
や
、
市
町
に
お
い
て

も
領
収
証
明
書
や
助
成
決
定
通

知
に
か
か
る
費
用
の
軽
減
、
事

務
手
続
の
簡
素
化
な
ど
の
メ
リ

ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

問
題
点
は
、
無
料
化
に
よ
り

受
診
し
や
す
く
な
る
こ
と
で
、

医
療
費
（
助
成
額
）
の
増
大
が

想
定
さ
れ
ま
す
。

　

未
就
学
児
の
現
物
給
付
方
式

を
導
入
し
た
際
、
愛
知
県
で
は

県
外
分
を
既
存
の
シ
ス
テ
ム
で

利
用
出
来
ず
、
事
務
煩
雑
な
ど

の
理
由
に
よ
り
、
約
５
割
の
医

療
機
関
に
お
い
て
取
扱
い
を
し

て
も
ら
え
ま
せ
ん
。

　

町
の
負
担
や
経
費
な
ど
の
問

題
と
、
県
外
医
療
機
関
の
シ
ス

テ
ム
上
の
問
題
も
あ
る
の
で
、

現
状
の
制
度
を
継
続
し
て
い
く

が
、
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
に

お
け
る
更
な
る
拡
充
を
県
に
対

し
て
要
望
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　

窓
口
の
無
料
化
に
よ
り

　
　
　

受
診
し
や
す
く
な
る
こ

と
で
医
療
費
の
増
大
が
想
定
さ

れ
る
と
あ
る
が
、
子
持
ち
に
暇

は
な
い
の
で
必
要
な
時
に
し
か

行
か
な
い
。

　

弥
富
市
の
医
療
機
関
へ
現
物

給
付
方
式
で
の
取
扱
い
の
お
願

い
も
、
県
を
ま
た
ぐ
必
要
は
な

い
と
思
う
が
。

　

医
療
費
の
増
大
に
つ
い
て
は

無
料
化
に
つ
い
て
国
で
推
計
を

し
て
お
り
、
約
２
〜
３
割
医
療

費
が
増
大
す
る
と
い
う
結
果
が

出
て
い
ま
す
。

　

受
診
実
績
か
ら
い
く
と
、
県

外
で
受
診
を
さ
れ
て
い
る
方
が

６３
％
ほ
ど
で
、
ほ
と
ん
ど
が
弥

富
市
で
す
。
な
の
で
愛
知
県
の

医
療
機
関
に
お
願
い
を
し
て
い

る
状
況
で
す
。

　
　
　

県
内
だ
け
で

　
　
　

も
無
料
に
し

て
問
題
は
な
い
か
と
。

６３
％
の
人
が
愛
知
県

に
行
っ
て
い
る
の
な

ら
、
そ
ん
な
に
医
療

費
増
大
も
な
い
の
で

は
。

　

た
と
え
負
担
が
増

え
て
も
、
そ
れ
は
必

要
な
医
療
費
な
の
で

仕
方
が
な
い
と
思
う
。

　

市
町
で
で
き
る
こ

と
な
の
で
木
曽
岬
町

と
し
て
ど
う
す
る
の

か
。

　

愛
知
県
が
出
来
な
い
と
中
途

半
端
な
補
助
に
も
な
る
の
で
、

全
国
の
シ
ス
テ
ム
が
整
え
ば
そ

れ
相
当
の
効
果
が
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
愛
知
県
の
シ
ス

テ
ム
が
使
え
な
い
の
と
、
費
用

負
担
が
増
え
る
と
い
う
事
を
考

え
る
と
、
や
は
り
今
の
段
階
で

は
現
状
の
ま
ま
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

質問

後藤紀子議員1番議席

答弁

伊
藤
住
民
課
長

答弁

伊
藤
住
民
課
長

医療費の窓口払いをゼロに！
現状の制度を継続

町長

答弁

再質問

再質問
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経
済
的
な
理
由
で
生
理

　
　
　
用
品
を
買
え
な
い
「
生

理
の
貧
困
」
が
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
困
窮
す
る
世
帯
が
増

え
る
の
に
伴
い
、
以
前
か
ら
存

在
し
て
い
た
問
題
が
顕
在
化
し

て
き
ま
し
た
。

　
近
隣
の
自
治
体
や
、
民
間
団

体
が
生
理
用
品
を
無
償
配
布
す

る
支
援
が
す
で
に
始
ま
っ
て
お

り
、
生
理
の
貧
困
に
悩
む
女
性

が
孤
立
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う

支
援
体
制
を
整
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
生
理
用
品
は
言
う
ま
で
も
な

く
、
女
性
に
と
っ
て
生
活
必
需

品
で
あ
り
、
買
う
余
裕
が
な
け

れ
ば
日
常
生
活
や
勉
学
、
仕
事

に
支
障
を
来
し
か
ね
ず
、
健
康

へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　「
地
域
女
性
活
躍
推
進
交
付

金
」
や
「
地
域
子
ど
も
未
来
応

援
交
付
金
」
等
の
活
用
で
、
女

性
や
子
ど
も
の
健
康
と
尊
厳
を

守
る
対
応
が
必
要
で
あ
り
、
社

協
の
協
力
も
得
な
が
ら
公
共
の

場
や
学
校
な
ど
に
生
理
用
品
の

設
置
を
進
め
て
い
く
べ
き
だ
と

考
え
ま
す
が
、
町
と
し
て
ど
の

よ
う
な
考
え
か
お
聞
き
し
ま
す
。

　
　　

内
閣
府
男
女
共
同
参
画

　
　
　

局
に
お
い
て
、
令
和
３

年
７
月
現
在
の
生
理
の
貧
困
に

係
る
取
り
組
み
状
況
に
関
す
る

調
査
結
果
が
公
表
さ
れ
、
実
施

ま
た
は
実
施
を
検
討
し
て
い
る

地
方
公
共
団
体
の
数
は
、
７
月

現
在
で
５
８
１
団
体
で
す
。
提

供
す
る
生
理
用
品
の
調
達
元

は
、
防
災
備
蓄
品
を
利
用
し
て

い
る
団
体
が
最
も
多
い
状
況
で

し
た
。

　

三
重
県
に
お
い
て
は
、
生
理

用
品
を
本
年
の
７
月
か
ら
県
立

学
校
の
個
室
ト
イ
レ
に
配
備

し
、
女
性
相
談
所
な
ど
の
県
有

施
設
で
は
、
必
要
に
応
じ
て
配

布
し
て
い
る
状
況
で
す
。
県
内

の
市
町
に
お
い
て
は
、
７
月
の

調
査
時
点
で
５
市
２
町
が
実
施

し
て
お
り
、
公
共
施
設
や
小
中

学
校
に
、
生
理
用
品
を
女
性
用

ト
イ
レ
へ
配
備
ま
た
は
希
望
者

に
対
し
て
配
布
す
る
な
ど
、
提

供
方
法
は
様
々
で
す
が
、
ほ
と

ん
ど
の
市
町
が
防
災
備
蓄
品
を

利
用
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
５
月
に
、
近
隣
市
町
の

取
り
組
み
状
況
を
確
認
し
多
く

の
市
町
が
検
討
す
る
中
で
、
本

町
に
お
い
て
も
協
議
・
検
討
を

し
た
と
こ
ろ
、
本
町
で
防
災
備

蓄
し
て
い
る
生
理
用
品
は
、
平

成
３０
年
度
か
ら
計
画
的
に
購
入

し
、
現
在
、
２
，３
５
０
個
を

在
庫
管
理
し
て
い
る
状
況
で
、

充
足
率
は
１
０
０
％
で
す
が
、

災
害
時
に
使
用
す
る
目
的
で
備

蓄
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
生
理

の
貧
困
に
向
け
た
新
た
な
取
り

組
み
を
勘
案
し
、
役
場
庁
舎
な

ど
に
配
備
や
配
布
な
ど
の
対
策

を
講
じ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
地
域
女
性
活
躍
推
進

交
付
金
及
び
地
域
子
ど
も
未
来

応
援
交
付
金
の
活
用
に
は
一
定

の
条
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
る

た
め
、
本
町
の
地
域
性
や
実
情

を
踏
ま
え
た
上
で
検
討
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
に
お
い
て
は
、
本
町
に

お
け
る
生
理
の
貧
困
対
策
に
向

け
て
、
生
理
用
品
の
配
備
な
ど

を
計
画
し
、
適
正
に
対
応
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

鎌田鷹介議員3番議席

生理用品の設置を進めていく
べきでは
配備や配布などの対策を講じます

町長

質問

答弁

※

他
に
「
高
齢
者
の
ス
マ
ー
ト

　
フ
ォ
ン
活
用
の
支
援
に
つ
い

　
て
」
も
質
問
し
て
い
ま
す
。
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災
害
時
に
ド
ロ
ー
ン
を

　
　
　

使
う
こ
と
で
、
い
ち
早

く
被
害
状
況
を
把
握
し
、
災
害

救
助
活
動
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
後
の
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し

た
災
害
対
策
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
ま
す
か
。

　
　
　

町
で
は
、
令
和
２
年
４

　
　
　

月
に
中
部
電
力
パ
ワ
ー

グ
リ
ッ
ド
株
式
会
社
と
「
災
害

時
に
お
け
る
マ
ル
チ
コ
プ
タ
ー

を
用
い
た
情
報
連
携
に
関
す
る

協
定
」
を
締
結
し
、
災
害
時
に

は
映
像
が
提
供
さ
れ
る
協
力
体

制
を
と
る
と
と
も
に
、
三
重
県

ド
ロ
ー
ン
協
会
と
は
、
災
害
時

に
ド
ロ
ー
ン
と
操
縦
者
を
組
合

せ
た
形
で
送
り
込
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
な
協
定
の
締
結
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
情
報
収
集
や
事
例

調
査
を
進
め
、
町
の
災
害
対
策

に
と
っ
て
最
適
な
ド
ロ
ー
ン
の

導
入
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

中
学
３
年
生
の
男
子
生

　
　
　

徒
が
、
同
学
年
の
生
徒

に
包
丁
で
刺
さ
れ
て
死
亡
す
る

事
件
が
１１
月
２４
日
に
発
生
し
ま

し
た
。

　

木
曽
岬
町
の
児
童
生
徒
さ
ん

を
は
じ
め
、
多
く
の
人
が
言
葉

で
言
い
表
せ
な
い
な
ど
の
シ
ョ

ッ
ク
を
受
け
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

児
童
生
徒
の
心
の
ケ
ア
を
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
　
　

中
学
生
時
代
は
、
心
身

　
　
　

共
に
最
も
大
き
く
成
長

し
、
ま
た
、
多
感
な
年
頃
で
も

あ
り
、
友
達
と
の
思
い
や
り
、

　
支
え
合
い
、
絆
を
育
む
大
切
な

時
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
だ
け
に
今
回
の
事
件
が

児
童
生
徒
に
与
え
た
影
響
は
極

め
て
大
き
く
、
心
の
動
揺
が
強

ま
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
心
の
ケ
ア
な
ど
の
対
応

に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会
に
指

示
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
ど
も
園
、
小
中
学
校
と
教

育
委
員
会
に
よ
る
月
例
の
管
理

職
会
議
の
中
で
、
事
件
後
の
子

ど
も
た
ち
の
様
子
や
学
校
で
の

取
組
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
図

り
ま
し
た
。

　

中
学
校
長
か
ら
は
、
全
校
集

会
で
亡
く
な
っ
た
生
徒
の
冥
福

を
祈
り
黙
と
う
を
さ
さ
げ
、
命

の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
る
機

会
を
持
っ
た
と
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　

小
学
校
長
か
ら
は
、
担
任
が

各
学
級
で
年
齢
に
応
じ
て
命
の

大
切
さ
に
つ
い
て
話
を
し
、
不

安
や
悩
み
事
が
あ
る
と
き
は
、

一
人
で
悩
ま
ず
、
先
生
方
や
お

う
ち
の
方
に
相
談
す
る
よ
う
に

呼
び
掛
け
た
と
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　

事
件
の
影
響
で
学
校
を
欠
席

し
て
い
る
児
童
生
徒
は
今
の
と

こ
ろ
い
な
い
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

い
じ
め
や
悩
み
の
訴
え
が
あ

っ
た
場
合
は
学
校
と
し
て
迅
速

か
つ
適
切
に
対
応
し
、
学
校
だ

け
で
対
応
で
き
な
い
場
合
は
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

な
ど
外
部
の
方
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
子
ど
も
や
保
護
者
に
寄

り
添
っ
た
支
援
に
努
め
る
よ
う

改
め
て
指
示
し
た
と
こ
ろ
で

す
。

ここが聞きたい

一般質問
議会だより

ドローンが必要では
導入を進めたい

町長伊藤　守議員6番議席

答弁

山
北
教
育
長

質問

質問

答弁

答弁 小
中
学
生
に
心
の
ケ
ア
を

寄
り
添
っ
た
支
援
を
す
る

教
育
長
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令
和
３
年  

第
４
回
定
例
会

（要　旨）

加藤　隆 町長加藤　隆 町長

　

８
月
２６
日
三
重
県
の
新
規
感

染
者
が
過
去
最
大
と
な
り
、
本

町
で
も
感
染
者
が
８
・
９
月
に

頻
繁
に
発
生
し
、
多
く
の
方
が

自
宅
療
養
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
自
宅
療

養
者
訪
問
看
護
支
援
事
業
に
取

組
み
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制

の
整
備
を
図
り
ま
し
た
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
１
、
２

回
目
と
も
他
市
町
よ
り
早
く
進

み
、
１２
月
３
日
現
在
、
２
回
目

接
種
者
は
５
０
４
４
人
、
接
種

率
は
８
８
．４
％
で
す
。

　

ま
た
、
本
町
で
は
１２
月
か
ら

３
回
目
接
種
を
開
始
し
て
お
り

ま
す
が
、
新
た
に
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
の
感
染
者
が
世
界
各
国
で
発

表
さ
れ
、
国
で
は
前
倒
し
を
検

討
し
て
お
り
、
本
町
も
感
染
拡

大
の
推
移
と
国
・
県
の
動
向
を

注
視
し
、
的
確
な
対
応
を
行
っ

て
参
り
ま
す
。

　

１１
月
２
日
、
第
９
回
木
曽
岬

干
拓
地
土
地
利
用
検
討
協
議
会

が
開
催
さ
れ
、
南
部
区
域
の
都

市
的
土
地
利
用
計
画
の
方
向
性

に
つ
い
て
、
協
議
を
行
い
ま
し

た
。

　

第
３
期
分
譲
も
順
調
に
進
ん

で
お
り
、
今
後
の
土
地
利
用
は

選
択
肢
を
広
げ
る
た
め
の
意
見

を
述
べ
る
と
共
に
、
堤
防
の
雑

木
や
雑
草
の
早
期
撤
去
、
交
通

の
利
便
性
と
安
全
性
を
図
る
た

め
の
県
道
バ
イ
パ
ス
以
外
の
ア

ク
セ
ス
道
路
の
早
期
整
備
、
愛

知
県
と
連
携
を
取
っ
て
一
体
的

な
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
こ

と
。
ま
た
、
現
在
行
わ
れ
て
い

る
環
境
ア
セ
ス
の
期
間
を
短
縮

す
る
こ
と
。
な
ど
に
つ
い
て
強

く
要
望
し
ま
し
た
。

　

国
土
交
通
省
が
、
堤
防
耐
震

対
策
と
し
て
、
鍋
田
川
合
流
点

か
ら
上
流
側
に
向
け
、
堤
防
の

嵩
上
工
事
に
着
手
し
て
い
ま
す

が
、
１０
月
２９
日
、
二
之
湯
国
家

公
安
委
員
長
兼
国
土
強
靭
化
担

当
大
臣
に
対
し
、
木
曽
川
左
岸

や
木
曽
岬
干
拓
地
堤
防
の
耐

震
・
高
潮
対
策
の
早
期
整
備
を

要
望
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

１１
月
１８
日
に
中
部
地
方
整
備

局
河
川
部
長
が
来
町
さ
れ
、
木

曽
川
左
岸
堤
防
の
状
況
を
視
察

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
１１
月
１２
日
に
は
、
治

水
事
業
促
進
全
国
大
会
に
参
加

し
、
治
水
事
業
の
促
進
の
た
め

の
更
な
る
予
算
確
保
な
ど
に
つ

い
て
決
議
す
る
と
共
に
、
三
重

県
並
び
に
愛
知
県
選
出
の
国
会

議
員
と
、
国
交
省
お
よ
び
農
水

省
出
身
の
参
議
院
議
員
に
対
し

要
望
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

更
に
は
、
１２
月
１８
日
、
二
之

湯
大
臣
が
、
本
町
の
防
災
対
策

の
取
組
み
の
視
察
の
為
、
来
町

頂
く
予
定
を
し
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
木
曽
川
左
岸
堤

防
の
耐
震
・
高
潮
対
策
の
早
期

整
備
に
向
け
、
全
力
を
尽
く
し

て
参
り
ま
す
。

　

創
立
１
０
０
周
年
の
記
念
式

典
が
、１１
月
１７
日
に
開
催
さ
れ
、

先
人
た
ち
が
英
知
を
結
集
し
、

果
断
な
行
動
で
幾
多
の
困
難
に

立
ち
向
か
っ
て
き
た
歴
史
を
胸

に
刻
み
、
コ
ロ
ナ
後
の
社
会
を

見
据
え
、
人
の
絆
、
地
域
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

全
国
９
２
６
町
村
の
多
様
な
価

値
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
全
国

ど
の
地
域
も
活
力
に
溢
れ
光
り

輝
く
新
時
代
を
切
り
拓
く
た
め

全
力
を
尽
く
す
こ
と
を
宣
言
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、岸
田
総
理
を
は
じ
め
、

衆
参
両
議
長
他
、
来
賓
出
席
の

も
と
、
全
国
町
村
長
大
会
も
開

催
さ
れ
、
政
府
へ
の
要
求
１６
項

目
を
決
議
し
て
閉
幕
し
ま
し

た
。

　

節
目
を
迎
え
、
我
々
が
直
面

し
て
い
る
人
口
減
少
・
少
子
高

齢
社
会
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
等
、
様
々
な
国
難
に

対
し
て
、
政
府
・
自
治
体
そ
し

て
全
て
の
国
民
が
心
を
合
わ
せ

て
乗
り
越
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
改
め
て
感
じ
て
い

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症

木
曽
岬
干
拓
地
の

状
況

木
曽
川
左
岸
堤
防

耐
震
・
高
潮
対
策

全
国
町
村
会

創
立
１
０
０
周
年

記
念
式
典
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議
事
内
容

　
議
件
名
（
議
案
の
内
容
）
　
　
　

　

令
和
３
年
第
４
回
木
曽
岬
町
議
会
定
例
会
は
、
１２
月
７
日
か
ら
１４
日
ま
で
の
会
期
８
日
間
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
期
定
例
会
に
は
、
令
和
３
年
度
の
各
会
計
の
補
正
予
算
、
条
例
の
制
定
な
ど
６
議
案
が
上

程
さ
れ
、
す
べ
て
可
決
さ
れ
閉
会
し
ま
し
た
。

12月  7日
（開　会　日）
12月10日
（一般質問日）
12月14日
（閉　会　日）

第４回
令和3年

議
案
質
疑

※

質
疑
が
行
わ
れ
た
議
案
に
対
し
て
、主
な
内
容
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

各
議
案
の
賛
否

第
４
回
定
例
会
議
案
等
の
審
議
結
果
で
す
。

第
４
回
定
例
会
審
議
結
果
・
・
・
全
会
一
致
で
賛
成
で
し
た
。

審
議
の
内
容
や
結
果
等
議
会
議
事
録
は
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
順
次
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。



10
令和4年2月1日発行

木曽岬町議会だより

議会だより表紙等の
写真を募集中

　木曽岬町内で撮影された
風景や各種イベント等の写
真をお寄せください。
　詳細は、ホームページを
ご覧ください。

議会広報常任委員会（議会事務局）

E-mail：gikai@town.kisosaki.mie.jp

TEL68-6108
FAX66-3111

議会日誌

18日●桑名・員弁広域連合講演会（副議長）
25日●桑名・員弁広域連合監査（副議長）

２日●県議長会要請活動（議長）
４日●議員懇談会
11日●後期高齢者医療広域連合会勉強会（議長）
12日●例月出納検査（監査委員）
　　●定期監査（監査委員）
14日●木曽岬町戦没者追悼式（議長）
15日●定期監査（監査委員）
19日●後期高齢者医療広域連合会総会（議長）
24日●議会全員協議会
25日●桑名広域清掃事業組合（議長）

１日●議会運営委員会
５日●町内一斉清掃
　　●新成人と語る集い（議長）

2021 月10

2021 月11

2021 月12

2021 月12

７日●第４回定例会（開会日）
11日●第４回定例会（一般質問日）
13日●例月出納検査（監査委員）
14日●第４回定例会（閉会日）
　　●行政視察
18日●二之湯国土強靭化担当大臣町内視察
24日●桑名・員弁広域連合監査（副議長）

３日●正月祭
８日●成人式（議長）
９日●消防出初式
11日●例月出納検査（監査委員）
　　●議会広報常任委員会
12日●三重県町村議会議長会（議長）
13日●議会運営委員会
17日●議会広報常任委員会

議会をぜひ、傍聴にきてください。
　議会は、どなたでも傍聴することができます。皆様の生活に直結した
重要な問題が審議されます。お気軽にお越しください。
　本会議の当日、議場入口で傍聴の受付をしています。
※感染防止対策の為、マスクの着用、検温、手指消毒、入場制限等に
　ご協力をお願いします。

次回、3月定例会、本会議の予定です。

　なお、各日程等は変更する場合もございますので、お手数ですがホームペー
ジまたは議会事務局までお問合わせいただきますようお願いいたします。

傍聴者 声の
定例会を傍聴していただきありがとうございました。第４回定例会を傍聴された方は８名でした。
毎回、定例会では傍聴アンケートをお願いしており、いろいろなご意見をいただいております。
今後の議会運営に活かしてまいりますので、今後ともご協力よろしくお願いいたします。

議会を傍聴しての感想

2022 月1
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令和3年12月14日（火）第4回定例会閉会後行政視察を行いました。

行 政 視 察

川先排水機場のポンプ設備が完成
　平成元年度から事業着手した川先排水機場改修工事で、排水ポンプが設置され運転が開始され、排水能力の
向上により安全安心のまちを目指します。今後は、場内整備等の工事を残すのみとなりました。

近江島排水機場更新計画
　これまで定期的な整備により小規模な不具合等随時修繕を行い維持管理してきましたが、整備後40年以上
経過し施設の耐震性やポンプの老朽化は著しく、湛水被害を未然に防止するとともに、住民の生命財産を守る
盾でもある排水機場の更新計画を策定することとなりました。

「安全安心の要」




